
英語多読のすすめ（大阪府立中央図書館合同研修第2回） 2019年 8月 2日

英語多読のすすめ 
「日本人は英文を読めるが話せない」と言われることがありますが、実際には、英文を和訳して

理解することはできる人は多いものの（英語のまま直接）理解できる人は少ないのが現状です。一
時期、地方の書店店頭にも平積みされた児童書Harry Potterがよい例で、途中で放り投げた人の多
くは、辞書を片手に読み始めたものの一章を読み終える前に疲れてしまっています。和訳版なら一
日で読み終わる物語を英文和訳で読みきるために数ヶ月以上要するためです。せっかくの充実した
英文図書も日本人には利用されず、新刊に近い状態で眠っている図書館も少なくありません。 
この現状を大きく変える可能性を秘めるのが英語多読です。英語多読では、学校時代に行った語

彙・文法学習は一旦脇に置き、英文和訳も、あえて避けようとします。やさしい絵本から始め、さ
し絵の助けも借りて物語の世界に入り込み、主人公達と笑ったり怒ったり悲しんだりします。それ
でも一定期間続けると、気づかないうちにやさしい英文を楽に読めるようになってくるのです。 
英語多読用のやさしい英文図書は、2004年から愛知県内の公立図書館に導入され始め、近年は

大阪府内の公立図書館でも導入が始まっています。公立図書館で多読用の英文図書を読むことがで
きるようになると、府民が生涯学習として英語多読を楽しむようになるだけでなく、将来は地域の
学校支援にも貢献できると期待されます。この講座では、筆者の勤務校における多読授業の実践、
東海地方の図書館における多読の導入例、多読が効果をあげるしくみ、図書館（図書室）の役割等
をお話しします。 

１．100万語英語多読とは 
100万語英語多読は、NPO多言語多読理事の酒井邦秀先生が

提唱され始めた英文読書法で、右記「多読三原則」に従って、
やさしい英文から読み始めます。補足すると、 
１）まず、読書中に辞書を引きません。辞書を引いても文脈に
合った意味は分からないことが多く、読書を中断するからです。そもそも、日本語を気にせ
ず、英文から直接内容を理解するようにならないと英文読書は楽しめないのです。辞書を引か
なくても楽しめる絵本から始めましょう。 

２）物語が「わからない」理由は、知らない単語や表現があるからとは限りません。日本語の小説
を読むときと同様に、知らない単語は気にせず読み飛ばして、英文を読んでいきます。和訳せ
ず、英文から直接情景を思い浮かべる読み方が、多読の特長です。 

３）それでも読書が進まないのは、難しく表現されている本、趣味に合わない本を選んだからで
す。最後まで読もうとせずに、次の本（もっとやさしい本、趣味の合う本、おもしろいと思える
本）を手に取ります。 
多読では、特に入門期にやさしい英語の絵本を大量に読む必要がありるため、図書館の活用が不

可欠です。英文講読とは異なる多読の読み方を利用者に明確に伝え、選書ミスによる挫折を避ける
ために図書情報を提供する必要があります。また、利用者が効果を実感するために必要な長期継続
のために利用者交流会等の相互支援が有効であることも分かってきました。 

２．英語多読100万語の効果 
数百冊の絵本を読んで、読書量がのべ30万語になる頃には、（やさしい英文なら）和訳せずに楽

しめることを実感し、のべ100万語の優しい英文を読む頃には、快適に読める英文を自分で判断で
きるようになります。また、TOEIC得点でも顕著な変化を期待できるようになります。 
実際に2003年度以前には英語を苦手としていた高専生が4～7年継続の多読授業で平均100万語

以上のやさしい英文図書を読み、TOEIC得点を英語専攻の大学生（全国平均）以上に上昇させた事
例（次頁の図）は、多くの人に安心感を与えるでしょう。豊田高専では、これまでに273人の学生
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１）辞書を引かない 
２）わからないところは飛ばす 
３）進まなくなったらやめる
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が100万語を読破し（2019年5月現在）英語への苦手意識を克服、英文読書を楽しんでいます。 

 ３．母国語と外国語習得の違い 
外国語である英語の４技能を（自然習得できる母国語のように）聴く／話す／読む／書くの順で
身につける（下図左側）には３つの障害があり、特に大人の習得を難しくしています。 
１）300時間の壁（リスニング）　英語の音を雑音から区別するために、300時間程度（聴きとれな
い）英語を聴き続ける必要があります。これが辛くてリスニング体験を諦める人が多いのです。 

２）会話の罠　アウトプット能力（例えば、話す）は、短期間で（ある程度）変化しますが、（使
わないと）短期間で戻ります。また、インプット能力（例えば、聴く）以上にはなりません。 

３）訳読と読書の混同　訳読と読書は全く別の活動ですが（訳読時は日本語で理解、読書時は英語
のまま理解）混同されています。和訳しないと理解できない状態を「日本人は読めるが話せな
い」としたのが誤解の始まりで「日本人は訳せるが読めない、話せない」との再認識が必要です。 

       

これを乗り越えるため、多読・多聴では、やさしい絵本を読むことから始めます（上図右側）： 
１）豊富なさし絵から、ものがたりの内容を理解し、その助けを借りて英文を読み、脳裏にイメー
ジ（画像）を思い浮かべる練習をします。また、読書中はなるべく日本語を思い浮かべないよう
努力します。辞書引き、文法解析、ノート取りは、日本語を使ってしまうので、なるべく避けます。 
２）大人には、朗読を聴きながら読むことが有効です（朗読はペースメーカーとして使い、内容は
テキストから理解します。P5で詳細を説明）。朗読のペースに合わせて読むため、戻り読みを防
止でき、また、上記300時間の壁を（知らないうちに）乗り越える助けにもなります。 
３）アウトプットを楽しめる人は動機付けになりますが、和文英訳しての発話を続けてもストレス
がたまり、効果を期待できません。他方、他者の会話を楽に聴き取れれば、リラックスした片言
会話も楽しめます。インプット育成を優先しましょう。 
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４．足りないのは運用体験の量 
授業外では英語を使わない環境で外国語を習得す

るには、意識して運用体験を積むことが不可欠です。
英語圏に1年間留学した高専生は、英語の音を雑音か
ら区別するのに300時間、日常会話レベル（TOEIC 
600点程度）までに1,000～2,000時間を要していま
す。All Englishの英会話授業でも（TOEIC300程度の
生徒が600点以上になるのに）平均1,000時間以上は
必要です。1,000時間の運用体験には、1日1時間で約
3年かかります。 
日本の学校教育では、英語運用体験時間が極めて少ないので（中高6年間で、のべ数10時

間？）、多くの日本人は、卒業後に数100時間～数千時間の運用体験が必要なのです。 

５．多読・多聴は脳内留学 
日本の英語の授業では、学生、生徒は日本語で
意味処理をしており、「英語で考えて」いませ
ん。例えば、英語購読の授業では、英文を和訳
後に（日本語で）意味処理をしています（右
図：文法・解釈の情報処理ルート）。一見英語
を使っているように見える、コミュニケーショ
ンの授業でも、多くの学生は、日本語で考えた
文を和文英訳してから、発話しています（右
図：英語表現の情報処理ルート）。いずれも学
生は日本語で考えており、英語の運用体験とは
言えないのです。 
これに対し多読・多聴では、和訳を避けて英語

（と絵）の世界だけで情報処理します。英文を一文ずつ和訳するのでなく、英文から直接意味をと
る（物語を画像イメージとして思い浮かべる）ので、読書中は「英語で考える」ようになります。
このような読み方をすれば日常生活で英語を使わない日本の環境下でも、言わば「脳内」留学のよ
うに、頭の中では英語を使う（読む、聴く）体験を積むことができるのです。 

 

６．やさしい英文の必要性 
多読用読本の出版社の多くは、英国エジン

バラ大学多読プロジェクト（EPER）が欧州人
向けに設定した英文レベル（左図実線）で、
図書を推薦していますが、このレベルは日本
人には難しすぎます。例えばOBW1*1（Oxford 

Bookworms Stage 1: 50万語以上読破者への推薦
書として表3にあります）は、EPERでは
TOEIC 250点の学習者（中学3年生？）への
推薦図書となりますが、YL2.0*2の本書は、豊
田高専の多読クラスでは、TOEIC 400～550
点の学生でないと楽しんで読めていません。
400点未満の学生では、英文を一文ずつ和訳しないと意味を把握できず、読書を楽しめないのです。 
不幸なことにEPERレベルは一文ずつ和訳して読むことのできるレベルと一致するため、（和訳
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せずに読む100万語）英語多読が、（数万語の？）英文和訳と混同される一因になっています。大
手書店の洋書売り場で図書推薦に使われるTOEIC得点表示も要注意です。サラサラ読めるやさしい
英文を読みましょう。 

７．100万語までのモデルコース 
高校・大学生、大人が目に見える効果を上げるために必要な100万語の英文を、岐阜県図書館の蔵
書を利用して読むためのモデルコースを示します。 

（最初の10万語は、絵本の多読で） 
多読の入門に最適なのはOxford Reading Tree (ORTと略称*1, 新シリーズのODD: Decode & 
Developも含まれます)でしょう。岐阜県図書館には、ORT, ODDがStage 1（YL0.0*2）からStage 
9（YL1.0）まで252冊揃っており、手軽に利用できます。まずは、ORT1～7, ODD1～7を、やさし
いものから順に全部読みましょう。のべ9～18時間の読書時間で、読書量約5.8万語になります。 
ORT, ODDは英国の子供たちが読み方を楽しく学べるよう企画された絵本のシリーズで、主人公

一家の日常から子供達の冒険へと発展するストーリー展開と、きれいなイラストで日本でも人気が
あります。シリーズを通して登場人物と背景が共通し、一つの世界を作っているので、シリーズ全体
を大きな物語として楽しめます。イラストをじっくり見ればストーリーを把握できるので、英文を
和訳する必要もありません。特に学校英語を熱心にやりすぎて、常に英文を和訳するクセが身に付
いている人は、絵本の多読で、この習慣（悪癖）から脱し、英文（とイラスト）から内容を把握す
る練習をしましょう。知らない単語や表現を探すのではなく、むしろイラスト内の細かな遊びを探
し、物語の世界を堪能するのがポイントです。 
お急ぎの人も、Stage 4 の「1 House For Sale」～「6 The Storm」は、通して読みましょう。主
人公一家が新しい家に引越し、子供達が魔法のマジック・キー（Magic Key）を発見するまでが語
られます。続くStage 5の「1 The Magic Key」で子供達の冒険旅行が始まり、Stage 6以降のメイ
ンストリームになります。 
ORT5まで読んだら、これに加えて、十代の若者に人気のFoundation Reading Libraryシリーズ 

Level 1～5（FRL1～5）の30冊（3万語）も読みましょう。ただ、米国加州のややお行儀の悪い若
者を主人公としている（そこが若者に人気の秘密でもあるのですが）FRLシリーズが肌に合わない
と感じた人は、FRLより先にHenry and Mudgeシリーズ（RTR2）28冊（2万語）を選んだ方が楽
しめるかもしれません。 
これらに加えて、英語圏の子供達向けの学習用絵本も読んでみましょう。I Can Read Booksに

は、Level 0（ICR0）にかわいい子犬のBiscuitシリーズがあり、I Can Read Books Level 0～1
（Little Bearを除く）21冊で 0.9万語、Springboardシリーズ Level 1～16の128冊は（2.3万語）
です。また、児童コーナーには、YL0.8以下の絵本も67冊（1.8万語）ありますので、合わせてご利
用ください。ORTと合わせて最初の10～15万語は、絵本で読みたいものです。 

やさしい絵本で最初の10～15万語を読んだら、次は、英語学習者向けに語彙、文法、テキストの長
さを制限して書かれた読本： “Graded” Readers (GRと略称) と児童書を組み合わせて、のべ100万
語読破を目指しましょう。100万語までを３つのステップに分けて、お薦め図書を紹介します。 

（１０～３０万語は、レベル０～１のGRと児童書で） 
絵本で10～15万語読んだら、次はレベル０～1(YL0.8～1.2)のGRを中心に30万語まで読んでみま
しょう。GRは絵本に比べて文字が小さく、挿絵の魅力は落ちますが、これらを気にせず、英文の表
現に注目すると、意外に読みやすいことに気づきます。「知らない単語はほとんど無いけれど、表
現が単調だなあ」と思われたら、ズバリGRの特徴を捉えています。レベル０～２のGR (YL0.8～
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2.8) は、ほぼ中学校で習った基本単語だけで書かれているからです。表1から約130冊読めば＋20万
語で、のべ30万語を超えます。 

表１　レベル０～１のGRと絵本 

* ICRのLittle Bear シリーズ他、YL1.2のICR1: 6タイトル、児童書のFrog and Toad: 4タイトルを含めています。 

英文を直接読めているのか、（気づかないうちに）日本語に翻訳しているのか、自分では分から
ない場合は、読書速度を測ってみるのも、ひとつの手です。読書速度は毎分100語が一つの目安
（CER0の“Let Me Out!”なら1,973語なので、20分くらいで読めればOK）。ただし、頻繁に測る
と、速く読もうと無理して読むようになる（これまた、疲れてしまう）ので、要注意です。 
英文和訳から卒業するために、もう一つ使える手段が聴き読みです。CER0の朗読音声を出版社の
HP（p8, 15）からダウンロードし、聴き読みを試してみましょう。 

（３０～５０万語は、レベル１～２のGRで） 
表2のシリーズから約60冊読めば＋20万語で、のべ約50万語に達します。このレベルになると、
作品によっては内容を楽しめる本も出てきます。YLだけでなく、本のジャンルも参考に読む本を選
ぶと、より楽しく読書を進めることができるでしょう。 

シリーズ（略号） YL 冊数 平均語数 
（万語/冊）

Macmillan Readers Starter (MMR1) 0.8 10 0.07

Oxford Bookworms Starter (OBW0) 0.9 29 0.15

Oxford Reading Tree Stage 8, 9 (ORT8, 9) 0.8～1.1 36 0.12

Foundations Reading Library Level 6,7 (FRL6,7) 1.1, 1.2 12 0.26

Cambridge English Readers Starter (CER0) 1.0 12 0.21

Macmillan Readers Level 2 (MMR2) 1.2 11 0.27

I Can Read Level 1*, 2 (ICR1, 2) 1.2 27 0.13

Curious George (CG) 1.5 6 0.16

「聴き読み」とは 
朗読音声を聴きながら多読をすることです（聴きながら読む）。朗読音声を途中でポーズすることな
く、最初から最後まで通して聴き、そのペースに合わせてテキストを読みます。朗読音声は、あくまで
ペースメーカーとして利用し、内容把握はテキストでします（音声から内容を把握しようとしな
い）。最初は、単語レベルの発音がテキストと朗読音声でずれることが気になるかもしれませんが、
気にしません。 
聴き読みに慣れてくると、朗読音声があった方が読みやすく感じられるようになります。そうなった
ら、（朗読音声なしでは）読みにくいと感じる本も、少し背伸びして聴き読みしてみましょう。 

聴き読みの効能 
１）最初の効能は、翻訳防止、戻り読み防止です。朗読のペースに合わせて読むので、英文を単語レ
ベルで日本語に翻訳する従来の英文和訳から卒業しやすくなります。英文を読んでいると、どうして
も和訳してしまうクセの残っている方は、ぜひ聴き読みを翻訳防止に使いましょう。 
２）第二の効能は、英語のリズムに慣れることです。朗読をペースメーカーとして使っているだけのつ
もりでも、長い時間英語の音声に触れているので、英語のリズムやイントネーション、カタカナ英語
との違いに、だんだんと慣れてきます。英語音声が、音楽や雑音に近い感覚から（意味は分からない
けれど）言葉であると認識できるようになり、「朗読を聴きながらの方が読みやす」くなります。
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MMR2を読み終わった後、RRR1, CER1, CPT1～3の３シリーズは、ぜひ聴き読みをしてみてくだ
さい。同じ英文レベルで、RRR1のゆっくり朗読から、CER1の（GRとしては）標準朗読、CPT1～
3の自然な会話の速度（GRとしては速い）まで通して体験すれば、英文和訳から卒業できる人が多
いでしょう。RRR1は朗読CD付き、CER1, CPTは朗読音声を出版社HPからダウンロードしての利
用になります（p8, 15 & 16）。 

表2　レベル１～２のGRと児童書 

（５０～１００万語は、レベル２のGRで） 
表3から約100冊読めば＋50万語になり、のべ100万語を読破できます。このレベルを読んでも疲
れなくなれば、英語多読は軌道に乗ったと考えられます。ただ、自らの進歩を感じにくくなるの
も、この頃です。進歩を確認するには、他人と比較するのではなく、過去の自分と比べるのがベス
ト。例えば、読書量10万語、20万語頃に読んだ本（なるべく、内容を忘れている本がよい）を、も
う一度読んでみて、読みやすくなっているかどうかを確認してみましょう。 

表3　レベル２～３のGRと児童書 

1冊1時間以上かかるテキストをリラックスして読めるようになると、いつの間にか、（読書中は）
日本語が思い浮かばなくなってきていることに気づくでしょう 

８．英語多読における図書館の役割 
多読図書を導入したいと思われた図書館が、考慮すべきことと、図書館の役割を述べます。 

１）英語多読を理解し先行館の状況を調べる 
和訳を避ける多読の読み方が世間の常識とかけ離れていることもあり、図書を導入しただけでは

利用されないこともあります。担当者自らが数百冊、100万語以上の多読経験を持ち、少なくとも

シリーズ（略号） YL 冊数 平均語数 
（万語/冊）

Richmond Robin Readers Level 1 (RRR1) 1.4 13 0.34

Cambridge English Readers Level 1 (CER1) 1.4 12 0.43

Cengage Page Turners Level 1～3 (CPT01～03) 1.2～1.8 15 0.42

Usborne Young Readers Level 1, 2 (UYR1, 2) 1.4, 1.6 26 0.20

Cambridge Discovery Education Interactive Readers (CDEIR1) 1.6 16 0.15

Oxford Dominoes Stage 1 (ODM1) 1.8 22 0.55

Nate the Great (NGT) 1.2～2.0 7 0.23

シリーズ（略号） YL 冊数 平均語数 
（万語/冊）

Oxford Bookworms Level 1 (OBW1) 2.0 23 0.57

Cengage Page Turners Level 4～7 (CPT04～07) 2.0～2.8 16 0.67

Oxford Bookworms Level 2 (OBW2) 2.6 20 0.65

Cambridge English Readers Level 2 (CER2) 2.6 15 0.92

Cambridge Discovery Education Interactive Readers (CDEIR2) 2.0 16 0.15

Cambridge Discovery Education Interactive Readers (CDEIR3) 2.6 14 0.19

Rainbow Magic (RM) 2.0 56 0.40
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自身に適した図書を選べることが理想的ですが、多読未経験者が担当するケースも多いと思いま
す。まず、本日の講座や本資料、および、9節の参考資料（例えば、10)）を読み、多読のアプロー
チへの理解を深めてください。また、多読図書先行館に学ぶべく、10節「図書館の森に、多読の木
を植えよう」のサイトからダウンロードできる第3, 5回シンポジウム「図書館多読への招待」の実
践報告ポスターをご覧ください。先行館が近くにあれば、実際に訪ねて、多読コーナーを見学し、
担当者の話を聞くと、英語多読における図書館の役割を具体的にイメージアップできるでしょう。 
２）図書体系の整備 
従来、図書館に所蔵されていた英文図書には１）多読入門用の絵本、２）英語圏小学生低学年用

の児童書、３）外国人学習者向けの読本（Graded Readers）がなく、図書館の蔵書で多読を始め
ることは難しかったことを認識する必要があります。特に入門用絵本の価値はよく認識されておら
ず、多読授業を実践する大学の附属図書館にも導入されていないケースが散見されます。その状態
では、英語の得意な一部の学生以外は、いくら読んでも英文和訳から卒業できず、多読の効果を期
待できないと思われます。入門用絵本の価値は実践してみないと理解しにくいため、できればこの
段階で、担当者自らが多読を始めたいものです。 
実際に、多読用図書を選ぶ際には、10節「図書館の森に、多読の木を植えよう」のサイトにある

「所蔵する多読用図書のリストをインターネットに公開している主要図書館」（多治見市、豊田
市、知多市、各務原市、鳥取県、浜松市）へのリンクを活用ください。特に、多治見市図書館のリ
ストは、ほぼ導入順になっていますので、導入順を検討するのに参考になります。 
また、学校図書館の方は、府立中央図書館の特別貸出・英語多読用セット（参考資料 13)）の活

用もご検討ください。ORT1～9, OBW0～4, Nate the Great, A to Z Mysteries, Who Was…シリー
ズ等が揃っていますので、本格的に多読用図書を整備する前の試行にも使えます。 

３）広報、導入教育、図書情報の提供 
英文和訳を避け、英文から直接内容を理解することを目指す英語多読で、無理なく内容を理解す

るためには、極めてやさしい英文図書から読み始めることが必要ですが、このやさしい英文は英文
和訳に慣れてきた利用者には物足りないと感じられるようで、書架に並べるだけではなかなか利用
されません。放置すると、より手応えのある図書から始めた結果英文和訳のクセが抜けず、たくさ
ん読んでいる割には読めないと悩む利用者が増え、多読用図書の利用が低迷する原因にもなりま
す。これを防いで多読用図書を適切に利用してもらうには、多読の必要性、英語講読との違い、英
文を読めるようになるしくみを含め、利用者に多読の読み方を理解してもらう導入教育が必要で
す。導入教育の実例をご覧になりたい方は、（愛知県）豊田市中央図書館（9/1）、（三重県）津図
書館（9/7）、松原市民図書館（9/21）、河内長野市図書館（9/22）等の見学をご検討ください。 
また、利用者が各自に適した図書を手軽に選べるよう、各図書の英文レベル、テキスト長、ジャ

ンル等、選書用情報を提供することも有益です。多読用図書導入館では、例えば、各図書の裏表紙
に選書用情報を表示するシールを貼ったり、シリーズ毎に選書用情報を集めた図書リストを準備
し、これをホームページ場で公開する等の工夫をしています。ここでも、シンポジウムにおける実
践報告のポスターが参考になるでしょう。 

４）利用者コミュニテイの構築 
多読用図書体系が整備され、読み方と選書情報が提供されるようになった図書館の多読用図書
が、さらに活発に利用されるようになるためには、利用者のコミュニティが重要な役割を果たし
ます。初心者がベテラン利用者をロールモデルとし、利用者相互に図書情報と体験交換がなされ、
利用者の相互支援が長期継続を助け、多読の効果を実感できる利用者が増えるのです。こうなる
と、英語多読を通じた生涯学習の拠点として、図書館が地域に貢献できるようになります。利用者
コミュニティの実例としては、東海地方の多治見、豊田、大府の各多読クラブの活動が参考になる
と思います（9節の参考資料10)で紹介しています）。 
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５）学校教育支援 
教科としての「英語」が小学校に導入され、より低学年からの英語活動が始まっていますが、こ
れを担当する教員も地域の大人も、英語に苦手意識を持っている現状は心許ないと言えます。しか
し、この状況は大人が自ら英語多読を行うことで比較的容易に克服できます。まずは大人が多読
をしてみましょう。小・中学生が多読をするには指導者が欠かせませんが、大人は今日からでもで
きます。さらに、図書館を中心とする社会人の多読コミュニティが形成された地域では、このコ
ミュニティが小学校の英語活動を支援する取り組みも始まることを期待できます。 

９．参考資料 
読む本を選ぶのに、役に立つのは、 
１）「めざせ1000万語！英語多読完全ブックガイド」古川昭夫＆神田みなみ他、コスモピア 
２）「大人のための英語多読入門」佐藤まりあ、コスモピア 
読書を継続するのに役に立つのは、 
３）「１００万語多読入門」古川昭夫、コスモピア 
４）「読書記録手帳」SSS英語学習法研究会、コスモピア 
１００万語多読の考え方を知るには、 
５）「快読１００万語！ペーパーバックへの道」酒井邦秀、ちくま学芸文庫 
６）「英語多読法」古川昭夫、小学館１０１文庫 
７）「英語多読 すべての悩みは量が解決する」繁村一義、アルク 
多読支援、図書館多読には 
８）「英語多読・多聴指導マニュアル」高瀬敦子、大修館書店 
９）「図書館多読への招待」（JLA図書館実践シリーズ25）酒井邦秀&西澤一、日本図書館協会 
10）「図書館多読のすすめかた」（JLA図書館実践シリーズ40）西澤一&米澤久美子&粟野真紀子、日本図書館協会 
また、雑誌とインターネットサイトとして 
11）「多聴多読マガジン」コスモピア（隔月刊） 
12）NPO多言語多読HP  (http://tadoku.org/)  
13) 大阪府立中央図書館HP「学校支援のページ／特別貸出用図書セット（英語多読用セット） 
　（http://www.library.pref.osaka.jp/site/central/eigotadoku.html） 
14)「英語多読」HP 豊田高専の実践報告 (http://www.ee.toyota-ct.ac.jp/er_english.html) 　 
朗読音源の入手先 
15) Cambridge English Readers(CER)の全文朗読 

出版社HP（http://www.cambridge.org/readers/）に利用者登録が必要 
16) Cengage Page turnerシリーズの全文朗読 

出版社HP（http://ngl.cengage.com/pageturners）の「Student Companion site」から、登録不要 

10．「図書館の森に、多読の木を植えよう」  (http://tadoku.org/about/tadoku-lib) 
NPO多言語多読では、図書館による多読支援をサポートするため、図書館多読の紹介図書（上

記 9), 10)）を執筆・編集し、2005年からはシンポジウム「図書館多読への招待」を開催して、図
書館多読導入館相互の情報交換の場を設け（これまで、豊田高専、新宿四谷、多治見市、都立多摩、
浜松市の各図書館で実施、次回は2019年11月10日に東京都稲城市中央図書館で開催予定）、各シ
ンポジウムの内容をHPで公開してきました。特に、第3, 5回シンポジウムで参加館が行なった実践
報告のポスター（計32件）は、同ページからPDFファイルとしてダウンロードできます。各館の具
体的な取り組み、実績、特徴や課題を知ることができますので、ご活用ください。 
 
*1 略号：100万語英語多読法では、本のシリーズを示すのに、よく４文字の略号を使います。例えば、Oxford 
Reading Tree Stage 5 は、ORT5 と呼ばれます。 

*2 YL（読みやすさレベルの略称）：100万語英語多読法では、読みやすさを、最も易しいYL0.0から、一般のペー
パーバック：YL7.0～9.0までの数値で表しています。 

文責：　豊田高専 電気・電子システム工学科教授／NPO多言語多読理事　西澤　一 
nisizawa@toyota-ct.ac.jp
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